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　　　　　　　 雌の 腹部及 び生殖器に つ い て
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On 　the　abdGminal 　and 　genital　structures 　of 　female

　　　　　1）iacanthus　puncticol’ゴs　Motschulsky

By 　Yoshiaki　 Nishio

緒 言

　翅鞘を外 さず コ メ ツ キ ム シ 科成虫の 腹部を下 方 よ り観察 した 場合 は カ ミキ リ ム シ 科 と同

じく5 枚 の 腹板が 見出され る．従つ て 両科 の 腹部の 差異は 外見上 か らは 明 らか で な い が，

両者の 腹部の 構造 にはか な りの 差異 が ある．コ メ ツ キ ム シ 科 の 腹部の 1 例として コ ガネ コ メ

ッ キ Diacanthus　puncticoUis　Motschulsky 雌 の 腹部を報告 した い．学名 そ の 他 につ い て

御教示 を 得た 中根猛彦氏 に 御礼申上げ る．

頁． 腹 部 の 外 観

　 コ メ ツ キ ム シ 科 Elateridae 成虫 の 腹部は下面 に 5腹板，上 面 に 8 背板 が露 出 して い る

（第 1 図）．カ ミキ リム シ 科 Cerambycidae は ♀♂ 共 に 7 背板を 露 出 して い る の が 普通 で あ

つ て ，
コ メ ツ キ ム シ科 の 露 出す る背板はカ ミ キ リム シ 科より 1枚多 い．こ の 差異は カ ミキ リ

ム シ 科 で は嵌入 して い る 第 8 背板 が コ メ ツ キ ム シ 科で は露出 して い る か らで あ る．

　第 8 背板を 露出す る 群は 甲虫類 に は少 な くな い が ，テ ン ト ウ ム シ科 Ceccinellidaeの 如

く腹板も共に 露出す る群 と， 腹板は露出せ ず，第 7腹板 が 後方 に 伸長 して 第 8 背板下面を被

覆す る 2 群 が あ る． コ メ ツ キ ム シ 科 は後者 の 群 に 属する が， こ の 科の 第 7 腹板はか な り長

く， そ の 先 端 は 第 8 背板末端 を 超 え る の が 普通 で ある．第 7 腹板 が 伸長 す る 群 に あつ て は

こ の 腹板 は 第 7
， 第 8 両背板 の 下面を被覆 し，又群 に よつ て は第 7 背板 と第 8 背板の 下方

で 構造 が若干相違 す る もの も見出 される と こ ろか ら， こ の 腹板は第 7 ， 第 8 腹板の 融合板

と考え られ な い こ と もな い ．　 しか し甲虫類全 般 の 腹部の 構造 を遍 じて 第 7 ， 第 8 腹板の 融

合を首肯すべ き事実は見 出されて おらず，む し ろ第 8 腹節 の 嵌入短縮と共 に 腹板 に は 縮少消

失 の 傾向が 観察 され る から，コ メ ツ キ ム シ 科 もそ の 例外 で は な く第 8 腹板は第 8 腹節の 嵌 入

と共 に 縮少或 い は変形 した もの と推定 され る．

　 1腹板が 2背板 の 下面を蔽うこ とは 第 2 ，第 3背板下面 で も同様で ，第 2 ，第 3背板 下 面

を大 形 の 1 腹板が 被覆 す る もの は 甲 虫類 に は 多い ．こ の 腹板 も宋 端腹板同 様 2 腹板 の 融合板

で は な く， 第 3腹板が単独に発達した もの と考察され る．こ の 考察は シ デ ム シ 科 Silphidae

そ の他 の腹部の 構造 よ り成され る． シ デ ム シ 科の 腹部は コ メ ツ キ ム シ 科や カ ミキ リム シ 科

と異 な り， 第 8 腹節は背板 ， 腹板共 に 完 全 に 露出 して い る （第 2 図）．こ の 腹部は コ メ ツ キ
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ム シ 科や カ ミキ リム シ 科 よ り原始的な構造の もの と考 え られ るが，こ の 科の 中で も ヒ ラ タシ

デ ム シ 属 Siipha の 第2
，

’
第 3腹板に 注意すべ き特徴が見 られ る．オ オ ヒ ラ タ シ デ ム シ

Siipha／dponica　 Metschulsky の 第 2 ， 第 3 背板下面 に は夫 々 独立 した腹板即ち第 2
， 第

3腹板 が存在す る が，第2 膿板 は 第 3 腹板 に 比べ て 著し く小 さ い，第 3腹板は前方 に 伸長

しそ の 前縁は第 2 背板後縁を超 え て い る． こ の 種 の 腹部の 胸部へ の 嶽入はかな り強 く，第

3腹板前縁附近まで 凹陥し，且 褪色して い るが， こ の 構造は第 2腹板 の 縮少と第 3 腹板の

伸長を 示 す もの に 外な らな い ． こ の 過程 は コ メ ツ キ ム シ 科 や カ ミキ リム シ 科 に も生 じた も

の と推察 され る． な お コ メ ツ キ ム シ 科 や カ ミキ リム シ 科 に あつ て も第 3 腹板 の 前縁部即ち

後胸上部に 嵌入 した 部分の 前方に 濃色の 横線或い は 襞が あ るの が普通で ある． こ の 部分の

前方 は 切り離す こ と はで き な い が ， 縮少 した第 2 腹板の 痕 跡 と も考 え られ る，

一 1

…一一一III

一一一V

Vm

第 1 図． コ ガ ネ コ メ ツ キ Dia−

canthus 　puncticollis　Motschul −

sky ，♀ 腹部外観．1 ： 第 1 節，
　 V ： 第 5節 ，

VII】： 第 8 節．

一一… 1

t−一一一皿

一… V

一 VI“

第 2 園．オ オ ヒ ラ タ シ デ ム シ

Silpha　laponica　Motschulsky
，

♂　腹部外観．1 ： 第 1節，II：

　　第 2 節，1工1： 第 3 節．

ヨ

　 コ メ ツ キ ム シ科 の 総 て の 種類 が 5腹板を 露出 して い る わけで は な い ．中に は 例外的の もの

もあ り例 え ばベ ニ コ メ ツ キ亜科 Dentic。11inaeの 雄 には 露出 した 6腹板 が見 られ る こ と が

多い ．外見 上 の 1腹板 の 相違 は か な りの 違 い の よ う に も思 わ れ る が ，
こ の 亜 科 の 腹部の 構造

も他亜科 の それ とは余り異 な らず ， ただ第7 腹板が余 り伸長せ ず ， そ の 後方 に 第 8腹板が小

さ く露 出 して い る に過 ぎ な い ．

　甲虫類 の 末端節背板は両側縁が後方に 強 く狭まり，後縁は 直線状を呈せ ず，他背板と形 が

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

』

§

耄

1961
　　　　ん
KONTYU 143

異 るばか りで な く，腹板同様肥厚 して 硬 い も の が多 い ．コ メ ツ キ ム シ 科 にあ つ て も こ の こ と

は 同様で末端節背板 の 形態は第 8背板 に 見 られ る．しか し コ メ ツ キ ム シ 科の 第8 背板 は姨鞘

を 閉 じた 際に 聡 々 完 全 に翅 鞘に 被覆 され る もの が多 い た めか，背板 の 硬化 が カ ミ キ リム シ 科

の 如 く顕著で な い．

　末端前節背板 即 ち コ メ ツ キ ム シ 科で は 第 7背楓 カ ミキ リム シ 科 で は第 6 背板がこ れ に 当

る が，こ の 背板 に は 末端節背板 の 如 き他背板 との 差異 が見 出 され ない の が 普通 で あ る．しか

し コ メ ツ キ ム シ 科の 第 7 背板は第 5
， 第 6 背板そ の 他よ り稍々 肥厚 し，後縁は必ず しも直線

状を呈 せ ず，後縁中央 にかなり顕著 な彎入 或い は 切込 み の あ る もの も見出 され，又 後半部 に

毛 が 多い 等末端節背板に類似 した 形態を有す る もの も少 な くな い． こ の 事実は こ の 科 の 末

端鄭が著 し く小形 で 背板 は 軟か く，他科の如 く完全 に露出した末端節となつ て おらず，む し

ろ 半嵌 入 節の 形態を有する こ とと関係づ けて 考え られ る．因み に第 8腹節が 背板，腹板共 に

完全に露出 して い る群 で は第 7 腹節は背板 ， 腹板共 に後縁 が 直線状で 特殊の 毛 そ の 他 が 見出

さ れ な い の が 普通 で ある ．しか しオ オ ヒ ラ タシ デ ム シ の 如 く，末端節背板及び 末端前節背板

後 方が 嬬 鞘末 端後方 に 露出す る もの で は末端節背板ば か りで な く，そ の 前節及 び前 々 節背板

も硬 化 して お り （第 2 図），末端節や 末端前節背板 の 形態は生態嬖求 そ の 他 に よ つ て 変化に

富む もの と患 わ れ る．

第 3 図．　 コ ガ ネコ メ ツ キ Diacan −

thus　puncticoilis 　Motschulsky ，♀

　　　　　第 8 腹節背板．

第 4 図．　 コ ガ ネ コ メ ツキ Diacan −

thus　puncticollis　Metschulsky ，　♀

第 8 腹節下面．　 Tg ； 背板，　 St ；

　　　　　　 腹板．

　 コ メ ツ キ ム シ 科と カ ミキ リム シ 科 の 腹部の 外形上の 相違 は コ メ ツ キ ム シ 科 の 第 8腹節が

カ ミ キ リム シ 科 の 如 く第 7 節内に 略完全 に 嵌入 せ ず，背板は小形化 して い る とは い え ， 大部

分が露出 し， 又第 7 腹板が後方に 伸長 して 第 8 背板下面をも被覆す る こ とに 見 られ る．基

部 腹節即ち第 2 ，第 3 腹節等 の 構造 は 略同様で ある．

　そ の 他 コ メ ツ キ ム シ科 に 顕著 に 見 られ る特徴は 腹板 が 背抜 に比べ て 著 し く厚 く又硬 い こ
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と， 腹板側縁部が強 く上反 して ， 上反部と然らざる部分の 間 に 隆状線があり， 上反部は所謂

側板状を呈 す る こ と等で ある．翅鞘側縁 の 上反部は翅鞘を閉 じた 際，翅鞘側縁 の 内方 に 重な

り背板を 保護する．

∬． 第　 8　 腹　節

　 コ メ ツ キ ム シ 科 の 第 8 腹節は ♀ ♂ 共 に 露出節 で あ る が，背板，腹 板共 にか な り変形 して お

り，特 に 腹板の 変化が顕著 で あ る．こ の 蜂 の 形態 に は 種 間に 顕著な 差異 が見 られ る．

　 コ ガ ネ コ メ ツ キ 雌の 第 8腹 節 は か な り小形で 背板は 黒 褐色 を呈 し，特 に 中央及び 周辺 が 濃

色 で あ る．第 6，第7 背板よ り肥厚 して い る が，カ ミ キ リム シ 科 の 末端 節 背板の 如 く堅牢 で

第 5 鴎．　 コ ガ ネ コ メ ツ キ 　 Dia−

canthus 　puncticollis　 Motschulsky ，
　　　　 ♀ 生殖器背面．

第 6 図，　 コ ガ ネ コ メ ツ キ 　 Dia・

canthus 　puncticollis　 Motschulsky，
　　　　 ♀ 生殖器下面．
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は な く， 皮革状で 軟 か く且 光沢 も少 な い．幅広 い 心 臓形 で 後 ， 剣縁は弓形 に突出 し，側 縁 の

弓形度 が 強 く酪 中央 に最 も幅の 瓜 ・部分が ある．前繍 まか な り強 く彎入する 後半部に 毛

があ るが，か な り疎 らで 且短 か く，後縁附近 の 毛 が稍々 長い （第 3 図）．一般 に 末端節背板

は後．錮縁部が 中央部 よ りか な り肥厚 して い るが，こ の 種 の 第 8 背板 に も同様 の 特徴 が 見 ら

れ る．

雌板 は 背臆 り小形響 鰍 飆 し・黻 の 姐 蹴 で な い 諮 三角形 で 申鉱 く後縁中来
が強 く突出 して 幅広い 矛状を 是 し，側縁は前縁 よ り後方 に 狭 ま る が 後縁角IS伺近は大きく鈍角

状 に突 出す る．前縁中央部は前方に強く三角形状 に 突出す る．前方の突 出部の 内方は長形の

心 臓形の 大 き な膜質とな り，膜質部 と然 ら ざる部分 の 境界 は 明瞭で あ る．キ チ ン 化 した 部分

は背板 の 如 く黒褐色を 呈 せ ず ，む しろ黄褐色 に 近 く又 薄い ．毛は 背板同様後半部 に若干見 ら

れ る が，後縁開近 の もの を 除い て は短か い．前縁中央 の 前方 に大 き く三角形 に 突出す る 部分

は 測縁の み棒状 に キ チ ン 化 し，両者の 先端は 正 巾線上 で 合 して 少 し く太ま り，二 叉 した特殊

の 器官の 形状を有す る （第 4 図 ），

、カ ミキ リム シ 科で は 雌第 8 腹節は嵌入節とな り筒状 を呈 す る もの が 多 く，背板，腹板は共

に他 節 の そ れと著しく相違す る．

津
ー内
遶．5
曇舜
三麺
蓴転箏
5霍
量

奪」焉己
運
耋
　

　再
萋

三．
　匸
美
蚕監ゴ
　
耄
擘
喪

毳．

III．　 生 　殖 　器

　生 殖 器 は黒褐色 で よ くキ チ ン 化 して 鬮 い，中央部が 最も幅広 く，基部 と末端 は 夫 々 二 叉 し

て 突出 し，基部 の 突出部は 刀 刃 状 で 長 く且 両者の 間隔も広い ．末端の 突出す る部分 は舌状で

内半部 は キ チ ン 質 で 固い が外方及 び先端方は 膜質で 軟か く色彩も著 し く薄い ．中央部が 小高

く丘 状 に隆 起 し両側方 に か な り大形 の 倒五 角形状の 小高い 部分 が あり，こ の 部分 と 中央部 と

の 境界は明瞭な溝状を 星 す る．中夾部 の 先端 は幅広 くP］i，elc突出 し，末端の 二 叉 して 突出す

る 部分の 基郎を蔽 い，側方は か な り淡色 で ある，毛 は末端の 突出 した部分 及 び基幹部の 後，

側方 に 見 られ る が，基幹部 の そ れは短か く疎 らで ， 突出部の 毛は長 く又 強 くち ぢれ た もの が

多 く且 密であ る （第 5 図 ）．下面は両側方が太 い 柱状の キ チ ン 質 と な り，両者は 背面中央部

の キ チ ン 板 に よ つ て 連結 され て い るが ， 両柱状部 は 中央稍 々 後方を通 る横線 に よつ て 前部と

後部に 二 分 さ れ前部が よ り強 く隆起 す る．前 部 の 闘方 に は後縁 よ り少 し く前方 に かな り大き

な 穴が あ り， そ の 周辺は稍 々薄 い ，後半部は 刀 刃状を呈 す る が 内方 に か な り強 く屈田亅し，内

半部は よ くキ チ ン 化 して 硬 い．毛 は 側方 の 穴 の 後方及 び末端 の 舌状に 突出した 部分 に あり，

舌状部の 毛 は 背 面 同 様 密 な 長い 縮毛で ある （第 6 図）．

　甲虫類 の 雌生殖器は 雄 と異 り左右相称で 対を な して い る ．こ の こ とは 本 種 に あ つ て も変ら

な い 。しか し背面中央 に 椀状の 大きな キ チ ン 板 が あり， そ の 内部は空洞状 で，末端 の 舌状 に

突出 した 部 分 の み が若 干膜 質 と な つ て い る 等 か な り顕著な 特徴が 見られ る，末端の 舌状部 は

形態がかなり特異で ある が，多くの 他種の 感覚突起 に 当 る もの と楚1像 され る，
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